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「静岡県小学生バス無料デー」実施結果の公表

～子どもの利用は前週翌週の約４倍に～

（ 静岡県交通基盤部地域交通課）

１ 概要

・ 令和６ 年 12 月７ 日（ 土） ～８ 日（ 日） の２ 日間、「 乗って、 残す。」 をコンセ

プト に、 県内の学校に通う 全ての小学生を対象にバス無料デーを実施した

・ 子ども のバス利用者数は、前週、翌週の約４ 倍と なるなど、ふだんバスに乗車

しない小学生がバスを利用する機会と なった

２ 主な実施結果

（１）利用者数

・ バス事業者からの報告による無料デーのバス利用者は、実施の前週、翌週の

いずれと 比較しても 増加

・ 特に子ども の増加が顕著で、 前週、 翌週の約４ 倍

※乗車人員（ 大人、 子ども ） は無料デー当日の人数把握ができた路線の合計値

（２）利用促進効果

・ バス無料デーに乗った小学生のう ち、バスに乗った頻度が少ない（ 今までに

３ ～５ 回以下） 小学生が44％を占めた

・ そのう ち、１ 度も バスに乗ったこ と がない、または１ ～２ 回の乗車経験が極

めて少ない小学生は15％だった

・ 以上の結果から 、ふだんあまり バスを利用しない小学生に、バス利用を体験

する機会を提供できたと 考えられる

資料１-２資料２-２
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（３）利用意向・意識の変化

①小学生

・ 今度、「 バス無料デー」 があればバスに乗ってみたいと いう 小学生が全学

年で６ 割以上を占めた

・ こ のう ち、無料デーでなく ても 乗ってみたいと いう 小学生が全学年で約８

割を占めた

・ 以上の結果から 、事前広報を含めバス無料デーが、小学生のバスに対する

関心や利用意識の醸成に寄与したも のと 考えら れる

資料： 小学生アンケート （ Web）



3

②保護者等

・ バス無料デーに（ 小学生と 一緒に） バスに乗った保護者等の８ 割以上が、

バス無料デーに満足と 回答

・ 満足な理由と して「 子ども の経験になったから 」 と の回答が最も 多く 、保

護者も バス無料デーが、子ども がバスの乗車を体験するよい機会になると

認識

・ 今回のバス無料デーにはバスに乗らなかった保護者等についても 、９ 割以

上が次回は子ども を乗せたいと 回答

・ 以上の結果から 、保護者も バス無料デーが子ども がバスの乗車を体験する

よい機会になると 認識していると 考えら れる

資料： 保護者等アンケート （ Web）

以上は、 調査時点の結果であり 、 今後の行動変容につながるかどう かは継続し

た取組及び調査が必要



4

参考

【イベント概要】

１ 実施日

令和６ 年 12 月７ 日（ 土） ～８ 日（ 日）

２ 対象者

静岡県内の学校に通う 小学生（ 約 173,000 人）

３ 利用方法

運賃を支払う 代わり にリ ーフレッ ト をバス運転士に提示

４ 対象路線

静岡県内を運行する路線バス・ 静岡県内のコミ ュニティ バス

（ 対象外路線 土日運休路線、 高速道路を走行する路線、 空港アク セス線など）

５ 主催

ハッ ピーラ イ ド in 静岡プロジェク ト 実行委員会

（ 構成団体）

国、 県、 市町、（ 一社） 静岡県バス協会

しずてつジャスト ラ イン(株)、 遠州鉄道(株)、 (株)東海バス、 伊豆箱根バス (株)、

富士急静岡バス (株)、 富士急シティ バス (株)、 富士急モビリ ティ (株)、 富士急バス (株)、

秋葉バスサービス (株)、 山梨交通(株)、 (株)大鉄アド バンス、 日本平自動車（ 株）

６ 協力団体

静岡鉄道(株)、 県地球温暖化防止活動推進センター、 （ 一社） 静岡県自動車会議所

ほか 16 団体

７ 特別協賛

静岡ブルーレヴズ(株)

【 PR 用ロゴマーク 】


